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Jamf、教育総合展 「EDIX 東京 2026」に出展 

教育機関の Apple デバイスを最適管理、校務 DX の実現へ。 
 
〜学習⽤ iPad や校務⽤ Mac の管理‧セキュリティ対策まで⼀括対応。校務 DX の実現をサポ

ートする事例や情報をデモンストレーションと共に紹介〜 

 

 

企業‧組織における Apple デバイスの管理とセキュアな運⽤のための業界標準ソフトウェアを

提供する Jamf Japan（本社：東京都千代⽥区、カントリーマネージャー：岡 学）は、2026

年 5 ⽉ 13 ⽇（⽔）から 15 ⽇（⾦）まで東京ビッグサイトで開催される「第 17 回 EDIX（教育

総合展）東京 2026」に出展いたします。 

ブースでは、教育機関における Apple デバイスの導⼊事例や最適な管理‧運⽤体制の構築につ

ながる製品をデモンストレーションと共にご紹介いたします。 

 

  
(ÂÃÂÄ ブースイメージ)             (昨年の様⼦) 

 

Jamf ブースのテーマ 
 

GIGA スクール構想の推進により教育現場の ICT 化が加速する中、教職員が⽇常的に使⽤する校

務⽤パソコンの在り⽅も、あらためて重要視されています。校務を快適に⾏える環境は、教職

員の業務効率化や柔軟な働き⽅を⽀え、校務 DX の実現につながります。 

近年、学習⽤タブレットとして iPad の導⼊が進むにつれて、iPad との⾼い親和性を持ち、 

校務の効率化を実現するデバイスとして Mac が注⽬されており、校務⽤デバイスとして Mac

を導⼊する⾃治体や学校も増えています。 

https://www.edix-expo.jp/hub/ja-jp.html
https://www.edix-expo.jp/hub/ja-jp.html


校務で使⽤する Mac と Jamf を組み合わせることにより、教職員の作業負荷を軽減しながら、

安全で効率的なデバイス管理を実現することが可能です。 

本展⽰会では、世界中の教育機関で 2,500万台以上※の iPad 管理実績を持つ Jamf が、校務⽤

Mac 導⼊のメリットや、Mac と Jamf の組み合わせによるゼロトラスト構成へのアプローチな

ど、教育機関向けのデバイス管理のポイントを事例やデモンストレーションを通じてご紹介し

ます。 

具体的には、オールインワンソリューションである「Jamf for K-KÂ」「Jamf for Mac」による

Mac‧iPad の効率的な管理‧セキュリティ対策について解説します。 

また、ブース内では、Mac を活⽤した校務 DX の実現や最適なデバイス管理をテーマとしたミ

ニセッションの開催も予定しています。 

※2025 年 6 ⽉現在 

 

 

Jamf ブース出展内容のご紹介 
 

校務⽤ Mac の導⼊で校務 DX の実現へ 

持ち運びやすさやバッテリー性能、動作のスムーズさなど、教員の皆さんが⽇々授業や校務で

使⽤されるパソコンに感じている課題は、Mac で解決することが可能です。多くの⾃治体や学

校で導⼊が進む iPad とのスムーズな連携により、資料共有やデータの受け渡し、授業準備から

校務処理までをシームレスに⾏えるようになり、教育現場全体の業務効率化や教職員の⽅々の

柔軟な働き⽅を実現します。 

MacBook Neoなど、デモンストレーション製品を実際に触って操作性を確かめていただくこ

とが可能です。また、導⼊いただいている⾃治体や学校の事例も⼀部ご紹介します。 

 

Mac×Jamf の組み合わせで安全で効率的な運⽤体制を構築 

校務⽤ Mac の導⼊時に、Jamf と組み合わせることでゼロトラスト構成の⽀援が可能です。教

育機関における安全で効率的なデバイス管理体制を構築します。 

デバイス管理からセキュリティ対策、ID連携による安全なアクセス環境を実現するオールイン

ワンソリューション「Jamf for K-KÂ」、「Jamf for Mac」についてご紹介。初期設定の⾃動化や

Webコンテンツフィルタリングなどのセキュリティ対策まで⼀括で対応可能な Jamf の製品が

校務 DX の実現をサポートします。 

 

 

 



Jamf の GIGA 実績および GIGA におけるポイントとは 

Jamf は⽇本全国の⾃治体や学校で 250万台以上※の iPad を管理しています。 

学習⽤タブレットデバイスの効率的で安全な管理体制を構築する Jamf のポイントや専⽤アプ

リを活⽤した児童⽣徒のデバイス制御についても解説いたします。 

※2026 年 4⽉現在 

 

ブース内ミニセッションの開催 

Jamf Japan のブースでは、Mac の活⽤による校務 DX の実現、Jamf 導⼊による最適なデバイ

ス管理のポイントなどをテーマとしたミニセッションも開催いたします。 

※セミナー題⽬、⽇時、登壇者は変更の可能性がございます。 

 

 
 



■Jamf Educators Japan について 

Jamf Japan では、実際に Jamf を導⼊いただいている教育機関の担当者様同⼠が情報を交換し

合うことが可能なコミュニティをご⽤意しています。 

定期的なユーザ会（オンライン‧オフライン）の開催やメンバー専⽤サイトでの情報交換など

ICT 教育に携わる⽅々の横のつながりを広げていくための様々なコンテンツを実施していま

す。本ブースにおいて、ユーザ会の先⽣⽅によるミニセッションも開催予定です。コミュニテ

ィについてもご紹介いたしますので、ぜひ出展ブース内のスタッフにお問い合わせください。 

 

■EDIX（教育総合展）について 

EDIX（教育総合展）とは、学校‧教育機関、企業の⼈事‧研修部⾨など教育に関わる⽅に向け

た⽇本最⼤の展⽰会です。年に 2 回、東京‧関⻄で開催されています。 

 

展⽰会名 第 17 回 EDIX（教育総合展）東京 2026 

会期 2026 年 5 ⽉ 13 ⽇（⽔）〜5 ⽉ 15 ⽇（⾦） 

10:00〜18:00（最終⽇のみ 17:00終了） 

会場 東京ビッグサイト 東展⽰場 

Jamf Japan 出展ブース ブース番号：17-51 

⼊場料 無料（事前登録制） 

主催 EDIX 実⾏委員会 

Webサイト https://www.edix-expo.jp/hub/ja-jp.html 

 

Jamf について 

Jamf は、エンドユーザから愛され、企業‧組織から信頼される Appleエクスペリエンスの管

理、セキュアな運⽤、業務の簡素化を⽬指しています。また Jamf は、デバイス管理、セキュ

リティ対応、AI による⾃動化が統合された Apple特化型プラットフォームを提供する業界唯⼀

の企業です。IDC Market Scape や Gartner® マジック‧クアドラント™において、複数の部⾨

でリーダとして選出され、業界をリードしています。 

Jamf Japan 合同会社は 2017 年の設⽴以来、⽇本国内の企業だけでなく、教育機関や医療機関

など幅広い業界において、Apple デバイスの統合エンドポイント管理を⽀援してきました。

Jamf Japan は、グローバルで培ったノウハウを活かし、⽇本市場に特化したサポート体制を

構築。導⼊から運⽤、セキュリティ強化まで、組織の規模や業種に応じた柔軟なソリューショ

ンを提供しています。 

Jamf に関する詳細は公式Webサイトをご覧ください。 

https://www.edix-expo.jp/hub/ja-jp.html
https://www.jamf.com/ja/


■報道関係者様のお問合せ先■ 

Jamf Japan 広報事務局（株式会社⼩⽥急エージェンシー内） 

メール：jamf_press＠odakyu-ag.co.jp 
 


